一 等 戦闘 艦 X X の 横須賀 軍港へ はいった の は 六月に 

はいった ばかりだった。 軍港 を 囲んだ 山々 は どれ も 皆 

雨の ために 煙って いた。 元来 軍艦 は 碇泊した が 最後、 

鼠の 殖えなかった と 云うた めし はない。 —— XX も 

ながあめ た トン 

また 同じ ことだった。 長雨の 中に 旗 を 垂らした ニ万噸 

かんぱん いのう 

の X X の 甲板の 下に も 鼠 はいつ か 手箱 だの 衣囊 だのに 

も つきはじめた。 

こう 云う 鼠 を 狩る ために 鼠 を 一 匹 捉えた ものに は 一 

日の 上陸 を 許す と 云う 副 長の 命令の 下った の は 碇泊 後 



三日に ならない 頃だった。 勿論 水兵 や 機関 兵 は この 命 

ねずみが 

令の 下った 時から 熱心に 鼠 狩りに とりかかった。 鼠 は 

彼等の 力の ために 見る見る 数 を 減らして 行った。 従つ 

て 彼等 は 一 匹の 鼠 も 争わない 訣には 行かなかった。 

「この頃 みんなの 持って来る 鼠 は 大抵 八つ裂き になつ 

ている ぜ。 寄って たか つ て 引っぱり 合う もの だから。」 

ガン ルゥム に 集った 将校た ち はこん な こと を 話して 

笑ったり した。 少年ら しい 顔 をした A 中尉 もや はリ彼 

等の 一人だった。 つゆ 空に 近い 人生 は のんびりと 育つ 

た A 中尉に はほんと うに は 何も わからなかった。 が、 

水兵 や 機関 兵の 上陸したがる 心 もち は 彼に も は つ きり 



まきたばこ 

わかって いた。 A 中尉 は 巻 煙草 を ふかしながら、 彼等 

の 話に まじる 時にはい つもこう 云う 返事 をして いた。 

「そうだろ うな。 おれで も 八つ裂き にし 兼ねない か 

らご 

どくしんもの 

彼の 言葉 は 独身者の 彼 だけに 言われる のに 違いな 

かった。 彼の 友 だち の Y 中尉 は 一年 ほど 前に 妻帯して 

いたた めに 大抵 水兵 や 機関 兵の 上に わざと 冷笑 を 浴び 

せて いた。 それ はまた 何 ごとに も 容易に 弱み を 見せ ま 

いとする ふだんの 彼の 態度に も 合して いる こと は 確か 

くちひげ いっぱい ビ— ル 

だった。 褐色の 口髭の 短い 彼 は 一杯の 麦酒に 酔った 時 

ほお づ え 

さえ、 テ エブルの 上に 頰杖 をつ き、 時々 A 中尉に こう 



言ったり していた。 

「どう だ、 おれたち も 鼠 狩 をして は？」 

かんぱん 

ある 雨の 晴れ 上った 朝、 甲板 士官だった A 中尉 は S 

と 云う 水兵に 上陸 を 許可した。 それ は 彼の 小 鼠 を 一匹、 

—— しかも 五体の 整 つ た 小 鼠 を 一 匹と つたた めだった。 

たくま 

人 一 倍 体の 逞 しい S は 珍しい 日の 光 を 浴びた まま、 

げんてい くだ 

幅の 狭い 舷梯 を 下って 行った。 すると 仲間の 水兵が 

ひと リ 

一 人身 軽に 舷梯 を 登りながら、 ちょうど 彼と すれ違う 

ひょうし じょうだん 

拍子に 常談 のように 彼に 声をかけた。 

「おい、 輸入 か？」 

「うん、 輸入 だ ご 



彼等の 問答 は A 中尉の 耳に はいらずに はいなかった。 

彼 は S を 呼び戻し、 甲板の 上に 立た せた まま、 彼等の 

問答の 意味 を 尋ね 出した。 

「輸入と は 何 か？」 

S はちゃん と 直立し、 A 中尉の 顔 を 見て いた ものの、 

明らかに しょげ 切つ ている らしかった。 

そと 

「輸入と は 外から 持って来た ものであります ご 

「何のた めに 外から 持って来 たか？」 

A 中尉 は 勿論 何のた めに 持って来 たかを 承知して い 

た。 が、 S の 返事 を しないの を 見る と、 急に 彼に 忌々 

ほお なぐ 

しさ を 感じ、 カー ぱい 彼の 頰を 擲リ つけた。 S は 



ちょっとよ ろめいた ものの、 すぐに また 不動の 姿勢 を 

した。 

「誰が 外から 持って来 たか？」 

S はまた 何とも 答えなかった。 A 中尉 は 彼 を 見つめ 

ながら、 もう 一 度 彼の 横顔 を 張りつ ける 場合 を 想像し 

ていた。 

「誰 だ？」 

力な レ 

「わたくしの 家内であります ご 

「面会に 来たと きに 持って来た のか？」 

「はいご 

A 中尉 は 何 か 心の中に 微笑し ずに はいられなかった。 



「何に 入れて 持って来 たか？」 

「菓子 折に 入れて 持って来ました ご 

うち 

「お前の 家 は どこに あるの か？」 

ひら さかした 

「平 坂 下であります ご 

「お前の 親 は 達者で いるか？」 

「いえ、 家内と 二人 暮らしで あります ご 

「子供 はない のか？」 

「はいご 

ようす 

S はこう 云う 問答の 中 も 不安ら しい 容子を 改めな 

かった。 A 中尉 は 彼 を 立た せて 措いた まま、 ちょっと 

横 須賀の 町へ 目 を 移した。 横 須賀の 町 は 山々 の 中に も 



ごみ ごみと 屋根 を 積み上げ ていた。 それ は 日の 光 を 浴 

けしき 

びて いた ものの、 妙に 見すぼらしい 景色だった。 

「お前の 上陸 は 許可し ない ぞご 

「はいご 

S は A 中尉の 黙って いるの を 見、 どうしようかと 

迷って いるら しかった。 が、 A 中尉 は 次に 命令す る 言 

葉 を 心の中に 用意して いた。 が、 しばらく 何も 言わず 

かんぱん 

に 甲板の 上 を 歩いて いた。 「こいつ は 罰 を 受ける の を 

恐れて いる ご そんな 気 も あらゆる 上官の ように 

A 中尉に は 愉快で ない ことはなかった。 

「もう In い。 あっちへ 行け ご 



のち 

A 中尉 はやつ とこう 言った。 S は 挙手の 礼 をした 後、 

くるりと 彼に 後ろ を 向け、 ハッチの 方へ 歩いて 行こう 

とした。 彼 は 微笑し ないように 努力しながら、 S の 五 

へだた のち にわ 

六歩隔 つた 後、 俄かに また 「おい 待て」 と 声をかけた。 

「はいご 

からだじゅう 

S は 咄嗟に ふり 返った。 が、 不安 はもう 一度 体中 

みなぎ 

に 漲つ て 来たらし かった。 

ひら さかした 

「お前に 言いつける 用が ある。 平 坂 下に はク ラッカ ァ 

を 売 つてい る 店が あるな？」 

「はいご 

「あの ク ラッカ ァを 一 袋 買って 来い ご 



「今であります か？」 

「そうだ。 今す ぐに ご 

まお 

A 中尉 は 日に 焼けた S の頰に 涙の 流れる の を 見の が 

さなかった。 —— 

のち 

それから 二三 日た つた 後、 A 中尉 は ガン ルゥ ムのテ 

エブルに 女 名前の 手紙に 目を通し ていた。 手紙 は 桃色 

しょかんせん お ぼっか 

の 書簡箋に 覚束ない ペンの 字 を 並べた ものだった。 彼 

は 一通り 読んで しまう と、 一本の 巻 煙草に 火 をつ けな 

がら、 ちょうど 前にいた Y 中尉に この 手紙 を 投げ 渡し 

た。 

なん さくじつ 

「何 だ、 これ は？ 『昨日の こと は 夫の 罪に て は 



これな く 

無 之、 皆 浅はかなる わたくしの 心より 起り しこと 故、 

あしからず たくそうろう 

何と ぞ 不悪 御 ゆるし 下され 度 候 。 …… なおまた 

おこころざし のち 

御 志 の ほど は 後の ちまで も 忘れ まじく』 」 

Y 中尉 は 手紙 を 持った まま、 だんだん 軽蔑の 色 を 浮 

ぶあいそう ひや 

ベ 出した。 それから 無愛想に A 中尉の 顔 を 見、 冷 かす 

ように 話しかけた。 

ぜんこん 

「善根 を 積んだ と 云う 気がする だろう？」 

「ふん、 多少し ない こと もない ご 

まるまど 

A 中尉 は 軽が ると 受け流した まま、 円窓の 外 を 眺め 

ていた。 円窓の 外に 見える の は 雨 あしの 長い 海ば かり 

だった。 しかし 彼 はしば らくす ると、 俄かに 何 かに 羞 



じる ようにこう Y 中尉に 声をかけた。 

「けれども 妙に 寂し いんだが ね。 あいつの ビン タを 

張った 時には 可哀 そうだと も 何とも 思わなかった 癖に。 

…：- J 

ちゅうちょ 

Y 中尉 はちよ つ と 疑惑と も 躊躇 ともつ かない 表情 

を 示した。 それから 何とも 返事 をし ずに テ エブルの 上 

の 新聞 を 読み はじめた。 ガン ルゥム の 中には 二人の ほ 

かにち ようど 誰もい 合わせなかった。 が、 テ エブルの 

上の コップに は セロリ ィが何 本 もさして あった。 A 中 

尉 もこの 水々 しい セロリ ィの葉 を 眺めた まま、 やはり 

卷 煙草ば かりふか していた。 こう 云う 素っ気ない Y 中 



尉に 不思議に も 親しみ を 感じながら。 

2 三人 

のち 

一等 戦闘 艦 X X は ある 海戦 を 終った 後、 五隻の 軍艦 

を 従えながら、 静かに 鎮海 湾へ 向って 行った。 海 はい 

よる さげん 

つか 夜に なって いた。 が、 左舷の 水平線の 上に は 大き 

かま 

い 鎌な リの 月が 一 つ 赤 あかと 空に かかって いた。 二 万 

噸の X X の 中 は 勿論 まだ 落ち着かなかった。 しかし そ 

あと い い 

れは 勝利の 後 だけに 活き活 きとして いる こと は 確か 

しょうしんもの 

だった。 ただ 小心者の K 中尉 だけ はこう 云う 中に も 



疲れ切った 顔 をしながら、 何 か 用 を 見つけて はわ ざと 

そこ ここ を 歩き まわ つていた。 

力ん はん 

この 海戦の 始まる 前夜、 彼 は 甲板 を 歩いて いるう ち 

かくとう 

にかす かな 角 燈の光 を 見つけ、 そっと そこへ 歩いて 

ぐんがくたい がくし ゆ ひと リ 

行った。 すると そこに は 年の 若い 軍楽隊の 楽 手が 一 人 

甲板の 上に 腹ば いに なり、 敵の 目 を 避けた 角燈の 光に 

聖書 を 読んで いるので あった。 K 中尉 は 何 か 感動し、 

この 楽 手に 優しい 言葉 を かけた。 楽 手 はちよ いと 驚い 

たらしかった。 が、 相手の 上官の 小言 を 言わない こと 

を 発見す ると、 たちまち 女らしい 微笑 を 浮かべ、 怯ず 

怯ず 彼の 言葉に 答え 出した。 …… しかし その 若い 楽 手 



ももう 今では メェン • マストの 根 もとに 中った 砲弾の 

ために 死骸に なって 横にな つていた。 K 中尉 は 彼の 死 

骸を 見た 時、 俄かに 「死 は 人 をして 静かなら しむ」 と 

云う 文章 を 思い出した。 もし K 中尉 自身 も 砲弾の ため 

とっさ いのち 

に 咄嗟に 命 を 失って いたと すれば、 —— それ は 彼に 

はどう 云う 死よりも 幸福の ように 思われる の だ つ た。 

けれども この 海戦の 前の 出来事 は 感じ 易い K 中尉の 

いま ととの 

心に 未だに はっき リ 残って いた。 戦闘 準備 を 整えた 

一等 戦闘 艦 x x はや はり 五隻の 軍艦 を 従え、 浪の 高い 

うげん ふた 

海 を 進んで 行った。 すると 右舷の 大砲が 一 門 なぜか 蓋 

を 開かなかった。 しかももう 水平線に は 敵の 艦隊の 挙 



げる煙 も 幾す じか かすかに たなびい ていた。 この 手ぬ 

またが 

かり を 見た 水兵た ちの 一 人 は 砲身の 上へ 跨る が 早い 

まら ま 、や.. こ 

か、 身軽に 砲口まで 腹 這って 行き、 両足で 蓋 を 押し あ 

ぞんがい 

けようと した。 しかし 蓋 を あける こと は 存外 容易に は 

出来ない らしかった。 水兵 は 海 を 下にした まま、 何度 

も 両足 を あがく ようにし ていた。 が、 時々 顔 を 挙げて 

は 白い 歯 を 見せて 笑ったり もして いた。 そのうちに X 

X は大 うねりに 進路 を 右へ 曲げ はじめた。 同時に また 

うげん す さ なみ 

海 は 右舷 全体へ 凄まじい 浪を 浴びせ かけた。 それ は 勿 

論 あ つ と言う 間に 大砲に 跨 つた 水兵の 姿 を さら つてし 

まう のに 足る ものだった。 海の 中に 落ちた 水兵 は 一生 



懸命に 片手 を 挙げ、 何 かおお 声に 叫んで いた。 ブイ は 

つつ) 

水兵た ちの 罵る 声と 一 しょに 海の 上へ 飛んで 行った。 

しかし 勿論 X X は 敵の 艦隊 を 前にした 以上、 ボ オト を 

おろす 訣には 行かなかった。 水兵 は ブイに とりついた 

ものの、 見る見る 遠ざかる ばかりだった。 彼の 運命 は 

できし き 

遅かれ早かれ 溺死す るのに 定まって いた。 のみならず 

鱔 はこの 海に も 決して 少 いと は 言われなかった。 …… 

がくし ゆ 

若い 楽 手の 戦死に 対する K 中尉の 心 もちはこの 海戦 

の 前の 出来事の 記憶と 対照 を 作らずに いる 訣は なかつ 

た。 彼 は 兵学校へ はいった ものの、 いっか 一度 は 自然 

主義の 作家に なること を 空想して いた。 のみならず 兵 



学校 を 卒業して から もモ オパス サンの 小説な ど を 愛読 

していた。 人生 はこう 云う K 中尉に は 薄暗い 一 面 を 示 

のち 

し 勝ちだった。 彼 は XX に 乗り組んだ 後、 エジプトの 

せっかん せんとう 

石棺に 書いて あった 「人生 —— 戦闘」 と 云う 言葉 を 思 

い 出し、 X X の 将校 や 下 士卒 は 勿論、 XX そのもの こ 

そ 言葉 通りに エジプト 人の 格言 を 鋼鉄に 組み上げて い 

ると 思ったり した。 従って 楽 手の 死骸の 前に は 何 か あ 

ら ゆる 戦い を 終った 静か さ を 感じずに はいられ なか つ 

た。 しかし あの 水兵の ように どこまでも 生きよう とす 

る 苦し さもた まらない と 思わずに はいられ なか つ た。 

K 中尉 は 額の 汗 を 拭きながら、 せめて は 風に でも 



こうぶかん はん 

吹かれる ために 後部 甲板の ハッチ を 登って 行った。 す 

インチ ほうとう きれい そ かんぱん しかん 

ると 十一 一 吋 の 砲塔の 前に 綺麗に 顔 を 剃った 甲板 士官 

ひとり うし 

が 一 人 両手 を 後ろに 組んだ まま、 ぶらぶら 甲板 を 歩い 

か し ひとり ほおぼね 

ていた。 その また 前に は 下士が 一人 頰 骨の 高い 顔 を 半 

う つむ 

ば 俯向け、 砲塔 を 後ろに 直立して いた。 K 中尉 は 

ちょっと 不快に なり、 そわそわ 甲板 士官の 側へ 歩み 

寄った。 

「どうしたんだ？」 

「何、 副 長の 点検 前に 便所へ はいって いた もんだ か 

ら。」 

それ は 勿論 軍艦の 中で は 余り 珍ら しくない 出来事 



だった。 K 中尉 は そこに 腰をおろし、 スタン シ ヨン を 

さげん 

取り払った 左舷の 海 や 赤い 鎌な りの 月 を 眺め 出した。 

あたり は 甲板 士官の 靴の 音の ほかに 人声 も 何も 聞え な 

かった。 K 中尉 は 幾分 か 気安 さ を 感じ、 やっとき よう 

の 海戦 中の 心 もちな ど を 思い出し ていた。 

ぜんこうしょう 

「もう 一 度 わたくし は お願い致します。 善行 賞 はお 

取り上げ にな つ て も 仕 かたはありません ご 

下士 は 俄に 顔 を 挙げ、 こう 甲板 士官に 話しかけた。 

K 中尉 は 思わず 彼 を 見上げ、 薄暗い 彼の 顔の 上に 何 か 

真剣な 表情 を 感じた。 しかし 快活な 甲板 士官 はや はり 

両手 を 組んだ まま、 静かに 甲板 を 歩きつ づけて いた。 



「莫迦な こと を 言うな。」 

「けれども ここに 起立して いて はわた くしの 部下に 顔 

も 合わされません。 進級の 遅れる の も 覚悟して おり ま 

すご 

「進級の 遅れる の は 一大事 だ。 それより そこに 起立し 

ていろ ご 

のち 

甲板 士官 はこう 言った 後、 気軽に また 甲板 を 歩き は 

じめ た。 K 中尉 も理智 的に は 甲板 士官に 同意見だった。 

のみならず この 下士の 名誉心 を 感傷的と 思う 気 もち も 

ない 訣 ではなかった。 が、 じっと 頭 を 垂れた 下士 は 妙 

に K 中尉 を 不安に した。 



ひとこと たたず 

一 言 も 言わずに 佇んで いた。 K 中尉 はだん だん 不安 

になり、 (しかも また 一面に はこの 下士の 感傷主義に 

だま わけ 

欺され まいと 云う 気 もない 訣 ではなかった。) 何 か 彼 

のために 言って やりたい の を 感じた。 しかし その 「何 

か」 も 口を出た 時には 特色の ない 言葉に 変って いた。 

「静か だな ご 

「うん ご 

甲板 士官 はこう 答えた なり、 今度 は顋 をな でて 歩い 

きむ らしげ なリ 

ていた。 海戦の 前夜に K 中尉に 「昔、 木 村 重 成 は …… 」 

などと 言い、 特に 叮# に 剃って いた 顋を。 …… 

のち ゆくえ 

この 下士 は 罰 をす ました 後、 いっか 行方不明 になつ 



とうちよ く 

てし まった。 が、 投身す る こと は 勿論 当直の ある 限 

リは 絶対に 出来ない のに 違いなかった。 のみならず 自 

おこな せきたん こ 

殺の 行われ 易い 石炭 庫の 中に もい ない こと は 半日と 

たたない うちに 明かに なった。 しかし 彼の 行方不明に 

なった こと は 確かに 彼の 死んだ ことだった。 彼 は 母 や 

弟に それぞれ 遺書 を 残して いた。 彼に 罰 を 加えた 甲板 

しょ ラ しん 

士官 は 誰の 目に も 落ち着かなかった。 K 中尉 は 小心 

もの だけに 人一倍 彼に 同情し、 K 中尉 自身の 飲まない 

麦酒 を 何 杯 も 強いずに はいられなかった。 が、 同時に 

また 相手の 酔う こと を 心配し ずに も いられな か つ た。 

「何しろ あいつ は 意地つ ぱ りだつた からな あ。 しかし 



死なな くっても In いじ やない か 9 —— 」 

相手 は 椅子から ずり 落ち かかった なり、 何度も こん 

な 愚痴 を 繰り返し ていた。 

「おれ はた だ 立って いろと 言った だけなん だ。 それ を 

何も 死なな くった つて、 …… 」 

ちんかい わん ていはく のち えんとつ そうじ 

x x の鎮海 湾へ 碇泊した 後、 煙突の 掃除に はいった 

機関 兵 は 偶然 この 下士 を 発見した。 彼 は 煙突の 中に 垂 

くさ リ いし 

れた 一 すじの 鎖 に 縊死して いた。 が、 彼の 水兵服 は 

勿論、 皮 や 肉 も 焼け落ち たために 下って いるの は 骸骨 

だけだった。 こう 云う 話 は ガン ルゥム にいた K 中尉に 

わけ 

も 伝わらない 訣 はなかった。 彼 はこの 下士の 砲塔の 前 



に 佇んで いた 姿 を 思い出し、 まだ どこかに 赤い 月の 

鎌な りに かかつ ている ように 感じた。 

この 三人の 死 は K 中尉の 心に いつまでも 暗い 影を投 

げ ていた。 彼 はいつ か 彼等の 中に 人生 全体 さえ 感じ 出 

ねんげつ えんせい 

した。 しかし 年月 はこの 厭世主義 者 をい つか 部内で も 

よ きごう 

評判の 善い 海軍 少将の 一 人に 数え はじめた。 彼 は 揮毫 

すす めった 

を 勧められても、 滅多に 筆 をと り 上げた こと はな かつ 

がじょう 

た。 が、 やむ を 得ない 場合 だけ は 必ず 画帖な どに こう 

書いて いた。 

きみみ よそうがん のい ろ 

君 看 双眼 色 

かたら ざれば うれいな きに にたり 

不語 似 無 愁 



3 一 等 戦闘 艦 X X 

一 等 戦闘 艦 X X は 横須賀 軍港の ドックに はいる こと 

しゅうぜん こうじ はか トン 

になった。 修繕工 事 は 容易に 涉 どらなかった。 ニ万噸 

の X X は 高い 両舷 の 内外に 無数の 職工 をた からせた 

まま、 何度も いつにない 苛立たし さ を 感じた。 が、 海 

かき 

に 浮かんで いる こと も蠣に とりつかれる こと を 思えば、 

むず 痒い 気 もす るのに 違いなかった。 

横須賀 軍港に は X X の 友 だち の △△ も 碇泊して いた。 

一 万 二 千噸の △△ は X X よりも 年の 若い 軍艦だった。 



彼等 は 広い 海 越しに 時々 声の ない 話 をした。 △△ は X 

X の 年齢に は 勿論、 造船 技師の 手落ちから 舵の 狂い 易 

いこと に 同情して いた。 が、 XX を劬 るた めに 一度 

も そんな 問題 を 話し合った ことはなかった。 のみなら 

ず 何度も 海戦 をして 来た X X に対する 尊敬の ためにい 

つも 敬語 を 用いて いた。 

すると ある 曇った 午後、 △△ は 火薬庫に 火の はいつ 

たために 俄かに 恐し い 爆 声 を 挙げ、 半ば 海中に 横に 

なって しまった。 XX は 勿論び つくりした。 (もっと 

おおぜい ふる 

も 大勢の 職工た ち はこの X X の 震えた の を 物理的に 解 

釈 したのに 違いなかった。) 海戦 もしない △△ の 急に 



片輪に なって しまう、 —— それ は 実際 XX に は ほ とん 

ど 信じられない くらいだった。 彼 は 努めて 驚き を 隠し、 

はるかに △△ を 励したり した。 が、 △△ は 傾いた まま、 

ほのお のぼ うな 

炎 や 煙の 立ち 昇る 中に ただ 唸り 声を立てる だけ だ つ 

た。 

のち 

それから 三 四日た つた 後、 二 万噸の XX は 両舷の 水 

圧 を 失って いたた めに だんだん 甲板 も 乾 割れ はじめた。 

ようす 

この 容子を 見た 職工た ちはいよ いよ 修繕工 事 を 急ぎ 出 

した。 が、 X X はいつ の 間に か 彼 自身 を 見離して いた。 

△△ はま だ 年 も 若い のに 目の前の 海に 沈んで しまった。 

こう 云う △△ の 運命 を 思えば、 彼の 生涯 は少 くと も 喜 



び や 苦しみ を 嘗め 尽 していた。 X X はもう 昔に なった 

ある 海戦の 時 を 思い出した。 それ は 旗 もずたず たに 裂 

ければ、 マスト さえ 折れて しまう 海戦だった。 …… 

一 一万 噸の X X は 白 じらと 乾いた ドックの 中に 高 だか 

もた 

と 艦首 を 擡げて いた。 彼の 前に は 巡洋艦 や 駆逐 艇が何 

しゅ つに ゆう 

隻も出 入して いた。 それから 新ら しい 潜航艇 や 水上 

飛行機 も 見えない ことはなかった。 しかし それ 等 は X 

X に は 果な さ を 感じさせる ばかりだった。 XX は 照つ 

たり 曇ったり する 横須賀 軍港 を 見渡した まま、 じっと 

彼の 運命 を 待ちつ づけて いた。 その 間 もや はりお の 

ずから 甲板の じりじり 反り返って 来る のに 幾分 か 不安 



を 感じながら。 …… 

(昭和 一 一年 六月 十日) 
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